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地質調査所揺藍期0)地形測量

明治8年に来日したナウマン氏や地形係長だったシュット氏らが日本に地形測量や

地質調査の技術をもたらした.この指導と教育を受けた先輩の測量技術考が現地で平板

による地形測量を実施している様子を描いたものである.(推定･明治20年代)

この当時は基準となる三角点も完全に整備されておらず辺境の山野を定夫1〕とともに

脚絆に草革圭ばき測鐙七ツ道具を携えたいでたちで量程車2〕を押して距離を測り平板

を担いで一点一点と方向や高さを求めての地形図づくり夜は粗末な小屋に寝起きして行燈

ち中くぼく

のか細い明りを頼りの着墨作業さぞ難渋を極めたことだろう.

この先輩の柔和な表情と地形測量の成果には知識･技術の高度に発達している現代に生

きる技術者に未来へ向けて強く語りかけるものがある.写真測量技術が発達し光波測

距儀･コンピュｰタｰ･自動製図機等を駆使する今日ではあるが地質調査所創立以来の伝

統をもつ平板測鐙の技術は100年の歴史のひとコマとして絶やすことなく伝承されている.

(イラストは東京地学協会発行の地学雑誌65巻2号,32頁第1図より引用レイアウト･

カラｰリング等の変更をしたものである)｡
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1)定夫…常時は本所において用務員として勤務しており測量を実施する際は測量考に

1～2名が随行し鑑定車などを押して助手の役目をした.

○ようていし中

2)量程車…測量に際し距離を測る器機で車の1回転が1mに相当する.この回転数に

よって距離が読めるように目盛の小箱が車の軸木2本の間に取り付けてあり把手

をもって車を前方に押し進めその目盛の読数で距離がわかる.

※アルタジマス…高低を測る器機で長さ12㎝くらいの望遠鏡に径5㎝くらいの分度円

盤を中心側面に取り付け仰角･偏角を観測し測点との高度差を算出する.

※アネロイドバロメｰタｰ…測点の標高を測る器機で目盛は㎜に刻んであり気圧によ

って標高を算出する.

※アリダｰド…平板上の1点から目標点までの方向を定めその方向線を描いたり高低

や距離を間接的に測るときに用いるもので視方器または測斜視準儀と称したこと

もある.

※全円コンパス…磁石は約12㎝平方くらいの全円磁針で平板の縁側に固定し平板を回

転させて磁針が北を指す状態にする.現在の磁針は長方形になっている.

礎山功(技術部)�
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